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【 は じ め に 】

本 年 発 生 し た 台 風 12号 は 、 大 型 で 動 き が 遅 か っ た た め 、 長 時 間 に わ

た っ て 広 い 範 囲 で 大 雨 と な っ た 。 特 に 紀 伊 半 島 で は 記 録 的 な 大 雨 と な

り 、 各 地 で 水 害 を 引 き 起 こ し た 。 こ の 水 害 に お い て 、 管 内 で は 日 高 川 が

氾濫 し 、 日 高 川町 の一養豚農家におい て甚大 な被害 を も た ら し た の で 、

そ の 被害状況 と そ の後の対応につい て概要 を報告す る 。

【 農 家概要 】

被 害 を 受 け た 養 豚 農 家 は 、 日 高 川 沿 い に 位 置 し 、 繁 殖 豚 約 12 0頭 を

飼 養 す る 子 豚 生 産 経 営 で 、 子 豚 を 月 平 均 90頭 、 生 産 し て い た 。 主 に 畜

主 と 従 業 員 の 2人 で 作 業 を 行 い 、 子 豚 は 、 大 阪 府 の 肥 育 農 家 に 出 荷 し

て い た 。 ま た 、 給 与 飼 料 は 、 食 品 残 渣 等 の エ コ フ ィ ー ド を 積 極 的 に 活用

し て い た 。 当 農 場 で は 、 こ こ 数 年 、 冬 場 に 虚 弱 子 豚 の 発 生 ・ 斃 死 が 多 く

み ら れ て い た 。 こ の 要 因 の 一 つ と し て 、 ビ タ ミ ン ・ ミ ネ ラ ル 不 足 が 判 明 し

た た め 、 こ れ ら の 飼 料 添 加 に 加 え 、 豚 舎 の 保 温 対 策 等 の 取 り 組 み に よ

り 、 今 年は 、 改善 が認め ら れ て い た 。

農 場 の 位置す る 日 高川町 は 、 和 歌 山県 の中部 に位 置す る 町 で 、 町 の

中 心 部 を 日 高 川 が 流 れ て い る 。 当 農 場 は 日 高 川 沿 い に 位 置 し （ 図 1） 、

豚 舎 は 木 造 3棟 で 、 主 に 離 乳子 豚 の 放 飼場 の あ る 子 豚 エ リ ア と 、 繁 殖 豚

エ リ ア の 2つ に分 かれ て い る （ 図 2） 。

【 被 害 の 調査 】

9月 4日 に 和 歌 山 県 災 害 対 策 本 部 が 設 置 さ れ 、 当 所 に お い て も 、 同

日 、 台 風 被 害 の 調 査 の た め 、 管 内 の 全 畜 産 農 家 に 電 話 で の 聞 き 取 り 調

査 を 開 始 し た 。 そ の 中 で 、 当 農 場 畜 主 よ り 日 高 川 の 氾 濫 に 伴 い 豚 舎 が

水 没 し 甚 大 な 被 害 を 受 け た と の 連 絡 を 受 け 、 同 日 、 当 所 職 員 が 現 地 確

認 を 行 っ た （ 表 1） 。 当 時 、 農 場 周 辺 地 区 は 日 高 川 の 氾 濫 に 伴 い 水 没 し

て い た （ 図 3 ） 。 現 地 確 認 時 の 状 況 は 、 豚 舎 は 水 没 し た 後 で 、 ひ ど い 状

況 で 、 豚 舎 の 内 外 、 至 る 所 に 溺 死 し た 豚 が 確 認 さ れ 、 ス ト ー ル 内 に も 多

数 の 繁 殖 豚 が 溺 死 し て い た （ 図 4 ） 。 そ ん な 中 、 生 存 し た 豚 が 農 場 周 辺

に 確 認 さ れ 、 屋 根 の 上 に 、 生 存 豚 が 確 認 で き 、 豚 舎 の 屋 根 ま で 水 位 が

上 昇 し た 際 、 豚 が 取 り 残 さ れ た も の と 思 わ れ た （ 図 5） 。 し か し 、 繁 殖 豚 1

10頭 と 子 豚 400頭 が 死 亡又 は流出 し た も の と 思 わ れ 、 畜 主 は 、 周 辺 住民

の 協 力 を 得 な が ら 、 豚 舎 内 の 整 理 、 生 存 豚 の 追 い 込 み ・ 捕 獲 等 の 作 業

に追われてい た 。

【 死 亡豚の処理 】

当 農 場 は 駅 に 近 く 、 農 場 か ら 道 を 隔 て て 民 家 も 多 く 存 在 し て い る 。 ま



た 、 当 時 は 、 気 温 が 高 く 、 死 亡 豚 の 腐 敗 進 行 が 早 い と 思 わ れ 、 悪 臭 や

衛 生 害 虫 の 発 生 の 恐 れ が あ っ た 。 畜 主 も 、 近 隣 住 民 に 迷 惑 を か け た く

な い と の 意 向 も あ り 、 ま ず は 、 死 亡 豚 の 早 急 な 処 理 が 必 要 と 思 わ れ た 。

死 亡 豚 の 処 理方法 に つ い て は 、 関 係 機関 と の 調 整 の 上 、 9月 7日 に 化 製

処 理 と 決 定 し た 。 9月 8日 よ り 搬 出 作 業 を 開 始 し 、 9月 10日 に は す べ て の

死 亡 豚 の 搬 出 が 終 了 し た （ 表 2 ） 。 死 亡 豚 の 処 理 状 況 に つ い て は 、 ま

ず 、 豚 舎 周 辺 の 死 亡 豚 か ら 回 収 を 開 始 し 、 繁 殖 豚 に つ い て は 、 重 機 に

よ り 吊 り 上 げ て の 回 収 と な っ た （ 図 6 ） 。 ま た 、 ス ト ー ル 内 の 繁 殖 豚 の 搬

出 の た め 、 図 7の 点 線 で 囲 っ た エ リ ア の 豚 舎 の 解 体 を 行 い 、 解 体 後 、 ス

ト ー ル 内 の 死 亡 豚 の 回 収 を 行 っ た （ 図 8 ） 。 ま た 、 今 後 の 養 豚 業 再 開 を

考慮 し 、 子 豚 エ リ ア は 解 体せず 、 死 亡 子豚 は手作業 での 回収 と し た 。 全

て の 死 亡豚回収後 、 農 場 内 の消毒 を 行 っ た 。 消 毒は 、 当 所 職員 2名 と 日

高 川 町 職 員 2名 で 行 い 、 消 石 灰 散 布 後 に 、 動 力 噴 霧 器 を 用 い 、 逆 性 石

け ん に よ り 実 施 し た （ 図 9） 。 死 亡 豚 の処理経費は 、 化 製処理 に要 し た 費

用 が 、 2 , 0 1 5千 円 、 豚 舎 の 解体 等 に は 2,5 2 0千 円 、 総 額 で 4, 5 3 5千 円 と な

り 、 全 額 日 高 川 町 が 負 担 し た （ 表 3 ） 。 ま た 、 当 農 場 の 被 害 額 は 、 繁 殖

豚 、 子 豚 、 豚 舎 、 あ わ せ て 27 , 3 1 0千 円 と 推 察 さ れ 、 大 変 、 大 き な 被 害 と

な っ た （ 表 4） 。

【 ま と め 】

今 回 県 で は畜産復興 の た め 、 畜 産 経営再開緊急支援 を 立 ち 上 げ た 。

当 農 場 は 、 こ の 支 援 事 業 を 活 用 し 、 豚 舎 の 再 建 を 行 っ て い く 。 ま た 、 繁

殖 ・ 肥 育 一 貫 経 営 へ と 形 態 を 変 え 、 当 面 は 、 生 存 豚 の 肥 育 ・ 出 荷 を 行

う 。 そ ん な 中 、 1 2月 初 旬 に は 、 種 雄 豚 の 導 入 も あ っ た 。 加 え て 、 肥 育 経

営 の 安 定 化 を 図 る た め 、 養 豚 経 営 安 定 対 策 事 業へ 特 例 で の 加 入 も な さ

れ 、 ま た 、 紀 州 う め 豚 生 産へ の 展開 の 話 も 来 て い る 。 畜 主 自身 も 被 災当

初 か ら 、 投 げ 出 す こ と 無 く 、 死 亡 豚 の 処理等 に対応 し 、 再 建 へ強 い意欲

も あ り 、 当 所 を は じ め 関係機関か ら の支 援 ・ 指 導 で後押 し し て い き た い 。

ま た 、 今 回 の 災害 対応 は 、 伝 染 病発 生時 の教 訓 と な る も の が あ っ た 。

ま ず 、 非 常 時 へ の 備 え に つ い て は 、 今 回 の 天 災 は 、 あ る 意 味 想 像 を 超

え た 面 も あ っ た が 、 風 水 害 に 耐 え う る 強 い 畜 舎 の 整 備 が 必 要 と 思 わ れ

た 。 家 畜 衛 生 の 観 点 か ら は 、 自 衛 防 疫 の 徹 底 や 、 万 が 一 の 発 生 に 備 え

た 埋 却 予 定 地 の 確 保 は 、 非 常 時 へ の 備 え と し て 大 変 重 要 と 思 わ れ た 。

平 成 23年 1 0月 1日 付 け で 改 正 さ れ た 飼 養 衛 生 管 理 基 準 は 、 こ れ ら に つ

い て 見 直 さ れ た も の で あ り 、 そ の 遵 守 が 重 要 と な る 。 次 に 迅 速 な 初 動 対

応 は 、 近 隣 住 民 へ の 不 安 を 解 消 す る と と も に 、 畜 主 自 身 の 再 建 の た め

に も 重 要 と な る 。 伝 染 病 発 生 の 場 合 は ま ん 延 防 止 の 観 点 か ら も 死 亡 家

畜 の 処 理 が 、 ま ず 最 優 先 さ れ る が 、 関 係 機 関 と の 連 携 に よ る 迅 速 な 対

応 が 重 要 と 思 わ れ た 。 ま た 、 被 害 を 受 け た 畜 主 は シ ョ ッ ク を 受 け 精 神 的

に 不 安 定 な 状 態 に あ っ た 。 し か し 、 被 災 直 後 か ら 当 所 よ り 連 日 に 渡 り 現

地 に 足 を 運 び 、 畜 主 と 会 話 を 重 ね た こ と で 、 精 神 的 ケ ア も 図 ら れ た も の



と 思 わ れ た 。 畜 主 は 、 被 災 直後 は落 ち 込 ん だ 時期 も あ っ た が 、 再 び 、 再

建 へ 強 い 意 欲 ・ 前 向 き な 姿 勢 で 取 り 組 ん で い る 。 豚 舎 の 再 建 に つ い て

は 、 建 設 業 者 が 多 忙 な た め 、 畜 主 自 身 で 行 う こ と と な り 、 平 成 2 4年 1月

現 在 、 繁 殖 エ リ ア の 半 分 程 度 完 成 し て い る 。 肥 育 豚 の 出 荷 に つ い て も

順 次 行 っ て お り 、 当 所 と し て も 関 係 機 関 と 連 携 を 図 り な が ら 、 多 方 面 に

渡 っ て 再建に向け指導 ・ 協 力 を し て い き た い 。


